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昭
和
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愛媛県喜多郡

長潰町役場

お
さ
め
の
町
議
会

第
四
固
定
例
町
議
会
は
今
年

最
後
の
町
議
会
と
し
て
去
る
二

十
三
日
午
前
九
時
町
役
場
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

議

案1
専
決
処
分
し
た

ー
「
県
施
工
肱
川
護
岸
復
旧

工
事
立
替
施
行
の
件
」
に

関
す
る
も
の
四
件

2
起
債
に
関
す
る
も
の
六
件

3
予
算
関
係
で
は
一
般
会
計

外
三
件

4
公
営
住
宅
敷
地
購
入
(
昭

和
三
十
二
年
度
建
設
分
)

5
給
興
条
例
の
-
部
改
正

な
く
し
よ
う

ム

ダ

6
公
民
舘
設
置
条
例
の
〕
部

改
正

以
上
で
内
容
は
ご
く
簡
単
な

議
案
の
み
で
、
会
議
案
共
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

須

津

公

民

舘

設
置
さ
ま
る

従
来
設
置
さ
れ
て
い
た
須
沢

地
区
の
公
民
舘
は
本
町
議
会
に

お
い
て
地
理
的
に
見
て
も
必
要

な
も
の
と
認
め
ら
れ
今
後
は
町

公
民
舘
と
し
て
運
営
さ
れ
る
と

と
に
な
り
ま
し
た
。

な

?宵

費

。
諸
行
事
の
意
義
を
活
か
せ
て
簡
素
化
し
、
虚
礼
を
な
く
し
ま

し
ょ
う
。

マ
門
松
や
ク
リ
ス
」
ぜ
ス
ツ

p
ー
を
ひ
か
え
国
旗
や
そ
れ
に
か
わ

る
も
の
を
飾
る
。

マ
形
式
的
な
宴
会
や
贈
答
を
や
め
て
、
心
の
こ
も
る
あ
い
さ
つ

に
代
え
る
。

マ
訪
門
招
待
な
ど
の
酒
宴
を
さ
け
、
家
庭
で
祝
う
行
事
と
す
る

@
正
月
料
理
な
ど
行
事
食
を
合
理
化
し
、
無
駄
な
出
費
を
な
く

し
ま
し
ょ
う
。

マ
来
客
用
の
料
理
で
な
く
、
家
族
が
楽
し
む
料
混
と
す
る
。

マ
栄
養
と
計
量
を
考
え
行
事
の
意
味
を
も
っ
た
改
善
食
と
す
る

マ
ム
ダ
の
な
い
よ
う
量
と
出
費
を
押
え
、
日
常
食
に
ま
わ
す
よ

ラ
に
す
る
。

。
公
衆
生
}
慌
の
秩
序
を
守
り
諸
行
事
を
味
う
社
会
的
雰
囲
気
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

マ
年
寄
り
ゃ
子
供
な
ど
弱
い
者
を
い
た
わ
る
気
風
を
お
こ
す
。

マ
交
通
秩
序
を
守
り
、
家
庭
の
周
辺
や
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な

い
よ
う
に
す
る
。

マ
行
事
や
酒
に
か
ζ

つ
け
て
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に

す
る
。

年
末
年
始
は
、
ゆ
い
石

f
¥な
く
ら
し
の
行
事
に
と
も
な
っ
て

人
び
と
の
心
も
ゆ
る
み
公
衆
生
活
家
生
活
と
も
に
日
頃
の
秩
序

が
み
だ
れ
が
ち
と
な
り
ま
す
が
み
ん
な
で
諸
行
事
の
本
当
の
意

義
を
味
い
、
よ
い
風
習
を
受
け
継
ぎ
、
新
し
い
良
俗
を
生
み
だ

す
よ
う
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

町
有
地
の

使
用
に
つ

い
て

岸本印刷所印刷所

町
有
地
の
使
用
に
つ
い
て
は
一
り
ま
し
た
ら
至
急
正
当
な
手
続

御
承
知
の
通
り
町
議
会
の
議
決
一
を
し
て
下
さ
い
。

を
経
て
使
用
を
許
可
す
る
こ
と
一
尚
今
後
不
当
な
使
用
を
さ
れ

に
な
っ
て
お
り
大
半
の
方
は
正
一
て
い
る
方
を
発
見
し
た
場
合
は

当
な
手
続
を
経
て
使
用
さ
れ
て
一
御
迷
怒
で
も
そ
の
筋
と
連
絡
を

お
り
ま
す
が
、
無
断
で
使
用
さ
一
と
り
管
理
を
厳
重
に
す
る
方
針

れ
て
い
た
り
許
可
以
上
の
坪
数
一
で
す
。

又
は
使
用
目
的
を
勝
手
に
変
書
一
道
路
の
使
用
に
つ
い
て
も
必
守

し
た
り
し
て
お
ら
れ
る
方
が
あ
一
要
の
向
は
町
北
届
出
て
許
可
を

り
、
こ
の
方
は
そ
れ
ん
¥
正
規
一
受
け
て
か
ら
使
用
し
て
下
さ
い

の
使
用
願
出
を
し
て
も
ら
い
ま
一
無
断
で
交
通
の
邪
魔
を
す
る

し
た
が
他
に
こ
う
い
う
方
が
あ
一
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

た

ば

は

町

内

で

3 
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長浜消防圏幹部が

改選されました

完
成
し
た ー」

1
1
1
4
2
B
f
ペ
l句

a
J
a

先に消防団長が改選が行われたがその他の消防団幹

部の任期も共に満了したので去月左の通り改選任命

されました

出
海
地
区
簡
易
上
水
道

今
年
一
月
二
十
五
日
起
工
完
ム

成
を
急
い
で
い
た
出
海
地
区
簡

易
上
水
道
は
こ
の
程
完
成
去
る

十
二
日
原
地
に
お
い
て
こ
れ
が

竣
工
式
を
挙
行
J
た。

同
地
区
は
海
岸
線
で
井
戸
水
は

塩
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
て
不

自
由
し
て
い
充
も
の
。

尚
乙
の
簡
易
上
水
道
は
味
質

の
よ
い
地
干
部
水
を
ポ
メ
?
で
、

吸
上
げ
、
J
氷
庄
を
か
け
る
方
式

で
町
工
費
五

O
O万
円
の
予
算

で
完
成
し
た
も
の
。

ず 4

団
長

一
宮
亀
久
雄

分
団
名

副
団
長
兼

分
団
長

戎

忠

男

長

浜

喜青
多
灘島

大浜
谷弁

俊秀
雄雄

櫛

生

松
本
多
賀
男

大，出

和海

西畑
田山

鶴
司夫

白

滝

泉

伯

長
浜
町
の
有
権
者
数

一O
、
九
六
八
人

本
部
長
二
宮
金
之
助

部
分
団
長

浜
上

二
宮
白

京jイ由
行吉

部

長

久
保
勝
輔
、
池
浦
繁
利
、
島
国
寅
雄
、
加
藤

今
西
敏
光
、
鎌
田
治
郎
吉

主HiUI 
尾本

好
茂 光

梶
本
重
雄
、
矢
野
土
正
男
、
弁
上
滑

松
田

筆、
行

井
上
清
、
宇
都
宮
達
夫
、
佐
々
木
道
男

池河
田地

清
光明

門
口
弘
海
池
田
喜
美
夫

二
宮
正
直
.
西
岡
清
高
‘
山
本
繁
夫

西
同

恒
成

河
村
登
.
宮
間
福
美
、
上
満
式
久
、
坂
石
美
明

昭
和
三
十
二
年
九
月
十
五
日
-
た
。

現
在
調
製
の
基
本
選
挙
人
名
簿
一
地
区
別
の
有
権
者
数
は
次
表

は
十
二
月
二
十
日
確
定
し
ま
し
一
の
通
り
で
す
。

性
別

地
区
名

長

浜

喜
多
難

櫛

生

出

海

男

一
・
七
四
六

四
三
八

七

七

一一一一一一一一一

九-九
六 O
一四

可~プ

「
〕

f 

I一、、_--
4 

‘ 

F 
J・，

F 

大

和

白

滝計

五

.

一

五

四

五

・

丸

一

四

一

0
.九
六

八

一

.
0四
一

ニ
.
0
0
二

総

「
町
民
の
馨
」
を
聞
か
ぜ
て
下
さ
い

七

四

三

一

一

-
度
々
申
し
て
お
り
ま
す
よ
う

に
町
の
便
り
は
本
町
行
政
の
あ

り
方
を
帯
に
皆
様
に
知
っ
て
い

た
ど
く
と
共
に
又
皆
様
方
一
人

々
々
の
望
ん
で
お
ら
れ
る
こ
と

も
お
聞
か
せ
願
っ
て
不
平
の
な

い
町
明
る
い
町
の
建
設
に
役
立

女

二・

0
六

三
・
八

O
七

四

六

八

九
O
六

八

四

六

一
・
六
一
八

四
一

O

九

八

八

一
・
八
九

K 

ンへ-，-
， 

2 

計

汲

上

ーも

， 

水道設備室の全影

納税貯蓄組合を

っく りましよ

-*"， 
ポ

ソ

プ

つ
こ
と
を
念
願
と
し
て
発
行
し

て
お
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

文
書
で
或
は
口
答
で
も
結
構

で
す
町
民
皆
様
の
建
設
的
な
御

芦
を
役
場
内
「
町
の
便
り
」
係

宛
お
聞
か
せ
下
、
せ
い
。

衛官募集

33年1月11固まで

年令 1 8才，...， 2 5才

くわしくは役場えお問合せ下さい

自

付受

2
1
2
3雀
量

1
1
2眠
E
E
E
E
E
S

ね

ず

み

組
の
夫
婦
は
一
年
弘

一
、
五

O
O匹
に

ね
ず
み
の
語
源
は
「
寝
ず
見

」
「
寝
盗
み
」
か
ら
き
た
と
云
『

わ
れ
、
古
来
の
文
学
に
も
「
嫁
一

が
君
(
夜
回
が
君
)
」
と
愛
称
一

さ
れ
大
黒
様
の
使
い
な
ど
と
も
一

云
わ
れ
て
人
類
生
活
と
の
つ
な
一

が
り
は
深
い
の
で
す
が
そ
れ
だ
一

け
に
ね
ず
み
に
よ
っ
て
受
け
る
一

被
害
も
少
く
あ
り
ま
せ
ん
。
一

赤
ん
坊
が
食
い
殺
さ
れ
た
り
赤
』

痢
、
ペ
ス
ト
等
の
病
菌
の
ば
い
一

か
い
の
ほ
か
食
糧
の
被
害
は
毎
一

年
輸
入
す
る
外
米
の
量
に
匹
敵
一

し
、
衣
類
家
具
等
の
破
損
、
電
一

線
に
よ
る
火
災
等
を
加
え
る
ど
一

ま
さ
に
ね
ず
み
は
人
類
文
化
経
一

済
の
破
壊
者
で
み
め
る
と
云
え
ま
一

し
よ
う
0

.

一

国
立
科
学
博
物
舘
長
の
岡
田
一

博
士
は
人
類
の
次
に
は
ね
ず
み
一

の
世
界
が
出
現
す
る
と
い
う
ね
一

ず
み
繁
栄
論
を
唱
え
て
一
大
警
一

告
を
発
し
て
い
ま
す
が
ね
ず
み
一

は
賢
く
て
よ
く
殖
え
生
活
力
も

盛
ん
で
す
。

ね
-
ず
み
は
只
薬
品
等
で
殺
す

日
わ
け
で
な
く
、
家
屋
内
外
の
清

潔
撃
頓
、
台
所
の
下
水
口
や
ね

ヂ
み
穴
ふ
さ
ぎ
等
を
完
全
に
し

ね
ず
み
の
巣
を
取
除
い
て
彼
等

の
住
め
な
い
環
境
に
す
る
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
が
一
年
中
で
最
も
駆
除
し

や
す
い
時
期
で
す
か
ら
、
隣
近

所
そ
ろ
っ
て
皆
の
カ
で
ね
ず
み

を
い
な
く
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

， 
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(四)

事--・.A

同
月
農
林
作
業

鶏
糞
を
高
度
に
利
用
す
る
こ

と
が
養
鶏
成
功
の
秘
訣

第 28号

本
県
の
養
鶏
は
戦
後
の
飼
育

熱
が
高
ま
る
に
つ
れ
飼
養
羽
数

は
急
激
に
増
加
の
傾
向
を
た
ど

り
、
ま
た
最
近
に
至
つ
て
は
卵

価
高
の
影
響
や
飼
育
管
理
の
技

術
的
改
善
等
に
よ
り
益
々
普
及

し
づ
L
あ
る
現
状
で
あ
り
ま
す

産
卵
量
は
飼
養
羽
数
と
産
卵

率
で
決
定
さ
れ
る
が
飼
養
羽
数

の
最
も
多
い
月
は
十
1
十
一
月

で
あ
り
こ
の
時
期
は
芳
鶏
が
多

く
相
対
的
に
は
産
卵
率
が
低
下

す
る
の
で
度
卵
量
は
少
な
い
。

こ
れ
に
反
し
飼
養
羽
数
、
産

卵
量
北
ハ
に
多
い
の
は
四

1
五
月

で
あ
る
。
養
鶏
浮
沈
の
重
要
な

る
要
素
の
一
つ
で
あ
る
卵
価
の

変
動
は
需
要
と
供
給
の
関
係
を

如
実
に
示
し
て
い
る
が
養
鶏
家

は
卵
価
の
高
い
時
期
に
如
何
に

し
て
卵
を
多
く
産
ま
せ
る
か
ど

成
功
、
不
成
坊
の
か
ぎ
で
あ
り

夢
で
あ
る
。
乏
を
単
な
る
夢
に

終
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
と
同
時

に
鶏
糞
を
高
度
に
利
用
す
る
己

と
が
養
鶏
成
功
に
大
切
な
こ
と

で
あ
る
。

肥
料
相
談

門
間
〕
鶏
糞
の
中
の
肥
料
成
分

肥
効
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
と
す

門
答
凶
先
づ
成
分
の
窒
素
に
つ

い
て
申
し
ま
す
と
、
鶏
糞
の
窒

素
の
中
に
は
水
に
溶
け
る
も
の

と
溶
け
な
い
も
の
と
が
あ
り
ま

‘よ句、
r.= りf璽主の国コ「(毎月一回発行)
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す
、
そ
し
て
水
に
溶
け
る
も
の

は
早
く
分
解
す
る
も
の
で
あ
り

ま
し
て
土
に
施
し
て
か
ら
二
週

間
位
の
間
に
大
部
分
が
「
ア
ン

モ
ニ
ア
」
に
変
り
ま
す
。
と
こ

ろ
が
水
に
溶
け
な
い
方
の
窒
素

は
大
変
分
解
の
遅
い
も
の
で
あ

品
ソ
ま
す
。

次
に
燐
酸
の
効
果
は
過
燐
酸

よ
り
も
や
λ

劣
り
セ

1
八
割
位

の
効
き
目
を
表
わ
す
場
合
が
多

い
の
で
あ
り
ま
す
が
火
山
灰
土

で
は
鶏
糞
中
の
燐
酸
が
殆
ん
ど

効
か
な
か
っ
た
と
言
う
試
験
成

績
が
あ
り
ま
す
。

加
呈
は
比
較
的
少
な
く
窒
素

含
量
の
半
分
位
で
す
が
其
の
加

里
の
全
部
は
水
に
溶
け
る
も
の

で
効
き
目
は
硫
酸
加
里
と
閉
じ

位
で
す
。

門
間
〕
鶏
を
百
羽
飼
っ
て
お
れ

ば
一
年
聞
に
金
肥
は
ど
の
程
度

節
約
出
来
ま
す
か
。

門
匁
口
凶
百
羽
飼
え
ば
一
年
間
に

乾
糞
が
三
百
五
十
貫
位
出
来
ま

す
、
こ
の
内
三
要
素
を
算
出
し

て
み
ま
す
と
窒
素
成
分
で
十
四

賛
、
硫
安
に
換
算
す
る
と
約
六

十
七
貫
分
あ
り
ま
す
。

燐
酸
は
成
分
で
八
貫
、
過
燐

酸
石
灰
に
換
算
し
ま
す
と
約
五

十
貫
分
あ
り
ま
す
。

加
呈
は
塩
化
加
里
に
換
算
し

て
約
七
貴
分
あ
り
ま
す
。

し、さー下協力往H

以
上
の
全
肥
購
入
費
が
節
約

出
来
る
事
に
な
り
ま
す
。

門
間
凶
鶏
糞
を
日
乾
し
ま
す
と

窒
素
が
大
部
分
逃
げ
る
も
の
で

す
か
。

門
答
〕
間
関
糞
は
日
乾
し
て
も
陰

乾
し
て
も
窒
素
損
失
は
殆
ん
ど

変
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
で
鶏
糞
は

日
乾
し
て
置
く
方
が
得
で
す
。

鶏
糞
を
生
の
ま
L
積
ん
で
置

き
ま
す
と
醗
酵
し
て
窒
素
の
損

失
が
大
変
多
く
な
り
ま
す
。
梅

雨
期
と
か
雨
天
続
き
で
乾
燥
に

因
る
時
に
は
鶏
糞
一
貫
当
り
過

燐
酸
石
灰
百
匁
を
混
ぜ
て
お
き

ま
す
と
窒
素
の
逃
げ
る
量
が
大

変
少
な
く
な
り
ま
す
。

門
間
〕
鶏
糞
の
乾
い
た
も
の
を

追
肥
に
す
る
場
合
は
ど
の
様
に

す
れ
ば
良
い
で
す
か
。

門答
M

問
問
糞
を
土
壌
表
面
に
撒

布
し
た
ま
L
で
放
置
し
て
置
く

と
窒
素
の
損
失
は
大
き
く
殊
に

一
気
温
の
高
い
程
そ
の
損
失
は
大

で
あ
り
ま
す
、
故
に
鶏
糞
は
理

施
す
べ
き
で
あ
り
追
肥
と
し
て

施
す
場
合
は
必
ず
覆
土
す
べ
き

で
あ
り
ま
す
。
水
稲
に
対
す
る

肥
効
は
大
豆
粕
と
ほ
ど
同
じ
で

あ
り
ま
す
。

れ
た
の
で
浮
皮
現
象
が
出
現
し
一
す
ば
か
り
で
な
く
葉
面
に
油
幕

た
。
も
う
一
つ
の
原
因
に
つ
い
↑
が
形
成
さ
れ
る
か
ら
防
寒
と
も

て
は
近
年
行
っ
て
来
た
整
校
努
一
な
る
の
で
十
二
月
に
実
施
出
来

定
が
や
L
弱
き
に
過
ぎ
た
様
な
一
な
か
っ
た
園
は
今
月
上
匂
迄
に

即
ち
緑
校
の
短
縮
が
足
ら
な
か
一
是
非
共
撒
布
を
終
了
し
な
け
れ

っ
た
の
と
密
植
園
が
多
く
な
っ
一
ば
な
ら
な
い
。
尚
一
月
中
匂
以

た
の
で
案
外
内
成
り
が
少
な
か
一
後
の
撒
布
は
呼
吸
作
用
や
同
化

っ
た
二
つ
に
原
因
し
て
い
る
様
一
作
用
が
出
来
難
く
な
り
其
の
為

に

思

わ

れ

る

。

一

生

理

機

能

の

障

害

に

よ

っ

て

花

従
っ
て
昨
年
度
の
場
合
は
牧
一
芽
の
分
化
を
惑
く
ず
る
の
と
余

量
の
割
合
に
著
し
く
樹
勢
が
衰
一
り
濃
厚
な
る
液
は
薬
害
の
原
因

弱
し
て
い
る
の
で
各
種
の
災
害
↑
に
も
な
る
の
で
時
期
は
遅
く
な

に
対
し
て
は
低
抗
カ
が
低
下
し
一
ら
ぬ
様
に
又
濃
度
を
誤
ら
ぬ
様

て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
正
月
一
に
す
る
事
。

休
み
の
比
の
月
に
昨
年
度
の
作
↑
原
液
九
五
M
m
の
場
合
、
三
Mm

業
面
を
反
省
す
る
と
共
に
充
分
一
で
撒
布
さ
一
一
一
倍
)
。
原
液
六

な
る
計
蓄
を
樹
て
改
善
す
べ
き
一

O
M
の
場
合
、
二
、
五
Mm
撒
布

諸
点
、
管
理
の
吟
味
等
を
行
い
一
(
二
五
倍
)
。
両
者
共
D
D
T

充
分
な
る
対
策
を
樹
て
る
必
要
一
五

O
O倍
を
加
用
す
る
こ
と
。

が

あ

る

。

一

⑪

菰

掛

け

、

敷

草

、

潜

水

一
年
を
反
省
し
て
翌
年
の
計
一
冬
期
の
か
ら
っ
風
は
葉
面
か

を
樹
て
る
の
は
何
と
言
っ
て
も
一
ら
叉
土
面
か
ら
の
蒸
散
作
用
を

記
帳
を
行
う
事
が
絶
体
必
要
と
一
盛
ん
に
す
る
為
地
中
か
ら
吸
収

な
っ
て
く
る
の
で
昨
年
度
に
引
一
さ
れ
る
水
分
よ
り
葉
面
か
ら
発

続
き
今
年
も
是
非
記
帳
を
続
け
一
散
す
る
水
分
の
方
が
多
く
な
り

今
年
度
も
尚
一
層
の
発
展
を
念
一
樹
は
萎
縮
現
象
を
起
し
て
寒
害

願

し

ま

す

。

一

を

一

一

層

大

な

ら

し

め

る

の

で

風

て

防

寒

一

当

り

の

強

い

所

は

風

の

当

る

面

歴
の
上
で
は
春
で
す
が
本
格
一
だ
け
で
も
菰
掛
け
を
行
っ
て
落

的
な
寒
さ
の
到
来
す
る
の
は
今
一
葉
を
防
止
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
(
勿

月
中
旬
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
一
論
新
植
前
の
防
風
林
の
設
置
は

十
二
月
下
匂
に
防
寒
設
備
の
出
一
本
町
に
於
て
は
絶
対
必
要
で
あ

来
な
か
っ
た
処
は
厳
寒
期
に
入
一
る
山

る
迄
に
出
来
る
だ
け
早
く
実
施
一
耐
寒
性
の
弱
い
雑
柑
類
は
勿

し

た

い

。

一

論

の

事

、

温

州

密

柑

に

も

行

わ

の
機
械
油
乳
剤
の
撒
布
A

一
ね
ば
な
ら
な
い
。

機
械
油
乳
剤
の
撒
布
は
た

r
一
こ
も
掛
け
は
余
り
密
な
も
の
を

越
冬
介
殻
虫
類
、
ダ
ニ
類
を
殺
一
行
う
と
光
線
不
足
に
よ
り
同
化

果
樹
園
の
手
入

普
通
な
れ
ば
今
年
は
不
作
年

に
当
っ
て
居
り
ま
す
が
栽
培
技

術
の
向
上
と
戦
後
新
植
さ
れ
た

幼
木
の
結
果
に
よ
る
自
然
増
も

あ
っ
て
今
年
は
昨
年
度
よ
り
や

L
豊
作
で
は
あ
り
ま
す
が
当
初

の
予
想
、
一
割
五
分
以
上
の
増

収
ま
で
は
い
か
な
い
。

此
の
原
因
に
つ
い
て
は
先
づ

天
候
が
あ
げ
ら
れ
五

t
六
月
の

天
候
は
比
較
的
良
好
で
あ
っ
た

L
じ
f
t
L
F
=
ι
!一

が
其
の
後
七
、
t
九
月
は
殆
ん
ど

晴
天
の
日
が
無
く
曇
天
多
雨
で

あ
っ
た
。
従
っ
て
充
分
な
る
同

化
作
用
も
行
わ
れ
ず
其
の
後
九

月
中
匂
に
一
時
的
な
低
温
が
あ

り
果
実
、
特
に
果
肉
の
生
長
が

殆
ん
ど
停
止
し
其
の
後
又
比
較

的
高
温
で
あ
っ
た
為
果
肉
よ
り

果
皮
の
生
長
が
盛
ん
に
な
っ
た

の
で
樹
体
内
の
同
化
養
分
が
少

な
い
上
に
果
皮
の
生
長
が
行
わ

出
来
た
統
計
表
が
前
に
述
べ
た
一

よ
う
な
目
的
に
使
用
さ
れ
る
際
一

こ
れ
ら
の
人
々
に
不
正
確
な
判
一

断
資
料
を
提
供
す
る
と
い
う
結

果
を
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
統
計
法
及
び
工
業
調
査

規
則
で
は
調
査
票
の
秘
密
を
保

護
す
る
反
面
申
告
を
拒
ん
だ
り

ワ
ソ
の
申
告
を
し
た
り
す
る
と

罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。な

お
調
査
に
当
つ
て
は
、
知

事
か
ら
任
命
さ
れ
た
調
査
員
が

直
接
事
業
所
え
御
依
頼
に
上
り

ま
ず
か
ら
期
限
(
調
査
員
か
ら

指
示
す
る
)
内
に
正
し
い
申
告

を
さ
れ
る
よ
う
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

f 

L 

現
状
維
持
に
は
な
る
ま
い
、
と
一
は
法
律
で
示
さ
れ
て
い
る
親
格

す
る
と
今
の
比
較
的
価
格
の
良
一
検
査
を
し
て
後
販
売
す
る
事
に

い
時
期
に
奨
来
の
不
況
に
備
え
一
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
未
検
査
品

て
生
産
費
の
軽
減
を
図
る
べ
く
一
の
売
買
は
せ
ぬ
様
念
為
申
し
添

生
産
体
制
を
確
立
し
て
将
来
共
一
え
ま
す
。

有
利
な
産
業
、
急
傾
斜
地
農
業
一
凶
品
種
、
桑
品
種
は
現
今
稚

と
し
て
の
成
果
を
高
め
る
事
が
一
蚕
用
と
し
て
一
之
瀬
、
改
良
一

大
切
で
あ
り
之
が
為
に
は
先
ず
一
之
瀬
、
市
平
、
国
桑
二
七
号
等

今
後
新
植
及
補
檀
を
さ
れ
る
方
一
が
良
く
壮
一
査
用
と
し
て
は
魯
桑
一
宇
都
宮
恒
一

は
計
一
印
を
慎
重
に
行
っ
て
戴
き
一
改
良
令
桑
、
国
一
き

δ
号

国

一

藤

田

清

一

度

い

。

一

桑

一

一

〕

号

、

一

之

瀬

等

が

良

好

一

山

木

富

三

郎

老
木
に
依
る
荒
療
闘
或
は
天
一
で
す

c

一
山
下
古
口
栄

牛
、
樹
脂
病
の
為
に
枯
死
し
た
一
尚
本
年
度
の
草
木
入
手
状
態
一
神
内
脊

跡
に
補
植
す
る
様
な
所
は
新
樹
一
は
生
産
地
と
契
約
中
で
す
か
ら
一
久
保
一
光

同
僚
の
注
意
を
す
る
、
特
に
柑
一
組
合
え
申
込
ん
で
お
ら
れ
る
A
J

一
土
川
春
雄

橘
類
は
「
イ
ヤ
地
」
性
が
現
れ
一
は
入
荷
し
ま
す
又
新
規
養
蚕
第
一
谷
下
ハ
ツ
コ

る
か
ら
深
耕
、
粗
大
有
機
物
の
一
集
図
地
帯
に
於
て
は
養
蚕
復
興
↓
宮
元
智

埋
込
み
が
一
番
良
く
次
に
焼
土
一
補
助
政
策
を
取
っ
て
お
り
ま
す
一
箱
崎
秋
広

客
土
も
大
い
に
効
果
が
あ
る
か
一
の
で
十
一
円
以
上
集
団
新
植
す
る
一
森
一
雄

ら
出
来
れ
ば
実
施
し
た
い
c

一
場
合
は
反
当
七
、
五
百
円
の
助
↑

又
苗
木
を
出
来
る
限
り
犬
、
ぎ
一
成
が
あ
り
ま
ず
か
ら
該
当
の
あ

く
育
て
L
か
ら
植
付
け
る
と
か
一
る
場
合
は
申
込
ん
で
下
さ
い
。

又
台
木
の
種
類
を
変
え
る
の
も
一
尚
不
明
の
点
は
養
蚕
組
合
に

良

策

で

あ

る

。

一

申

出

て

下

さ

い

0

・
コ
留
置
さ
三
三
-
盟
国
三
三
=
=
層
圏
-
一
吾
妻
-
2
盟
問
主
望
書
2

E

園
保
被
保
険
者

に
異
動
が
あ
っ

た
ら
直
ち
に
届

出
て
下
さ
い

i
t
i
l
l
-
-
!
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作
用
が
低
下
し
て
花
芽
の
分
化

が
慈
く
な
る
ば
か
り
で
な
く
赤

ダ
ニ
の
発
生
が
多
く
な
り
、
又

こ
も
を
除
い
て
か
ら
の
落
葉
が

著
し
く
な
る
の
で
、
な
る
べ
く

疎
ぱ
の
も
の
を
用
い
る
。
又

寒
風
ば
か
り
で
な
く
霜
の
み
発

生
す
る
所
は
棄
を
掛
け
て
置
い

た
の
で
良
い
。

次
に
冬
期
の
敷
草
は
前
述
の

地
表
面
か
ら
の
水
分
発
散
を
防

止
す
る
ば
か
り
か
土
壌
保
湿
の

効
果
も
あ
り
、
又
地
力
の
増
進

と
土
壌
侵
蝕
防
止
の
効
果
は
高

い
、
為
に
冬
期
の
敷
草
励
行
が

必
要
で
あ
る
。

二
、
新
植
及
改
植
の
準
備

柑
橘
類
の
近
年
の
増
植
は
生

果
用
、
権
詰
用
、
ジ
ュ
ー
ス
用

と
併
せ
て
輸
出
産
業
が
伸
び
販

路
が
開
か
れ
た
の
で
非
常
に
多

量
の
新
植
を
さ
れ
本
年
も
又
多

数
の
新
植
が
予
想
さ
れ
て
い
る

従
っ
て
数
年
後
に
は
産
額
が

上
る
反
面
価
格
は
必
ら
ず
し
も

盛
会
で
あ
っ
た

賞

に一ー~

t 

V
出

(
十
一
月
届
出
分
)

矢
野
上
五
回
刀

西
尾

口
分
回
長
生

水

沼

惟

孝

奥

田

佳

忠

ー
一
-
竹
内
吉
田

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
'
一
大
野
幸
男

を
有
す
る
世
帯
主
の
義
務
と
し
工
上
回
嘉
明

て
世
帯
内
に
異
動
の
あ
っ
た
揚
ー
一
大
野
亀
命

合
は
、
そ
の
日
か
ら
十
日
以
竹
内
一
篠
崎
宗
鐙

に
届
出
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
〓
二
宮
隆
千
代

事
に
な
っ
て
居
り
ま
す
が
、
米
一

だ
こ
れ
の
励
行
が
充
分
で
な
ノ
ハ
ア

事
務
処
理
に
大
変
交
障
を
釆
し
一
，
宮
本
伊
勢
夫

て
層
り
ま
す
。
役
場
が
困
る
だ
J

後

藤

康

憲

け
で
な
く
地
区
委
員
さ
ん
に
も
f
T
丸
田
正
登
美

述
惑
を
か
け
る
事
に
な
り
ま
す
一

し
被
保
険
者
自
体
も
損
失
を
栄
一

wv
死

亡

る
事
に
な
り
ま
す
か
ら
次
の
事
一

柄
は
必
ず
実
行
し
て
下
さ
い
。
一

山
陛
帯
内
に
死
亡
者
、
出
一

4

播
本
嘉
一
団

生

者

が

あ

っ

た

と

き

。

ー

一

田

村

省

吾

凶

世

帯

員

が

転

出

し

た

り

一

;

転

入

し

た

と

き

。

一

剖
世
帯
員
の
内
他
の
社
会
一

一
E
J
西
岡
春
太
郎

保
険
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
も
一

の
が
、
そ
の
資
格
を
失
っ
た
と
一
、

き
、
又
は
新
に
社
会
保
険
の
資

格
を
取
得
し
た
と
き
。

凶
住
居
を
移
動
し
た
と
き

右
の
様
な
場
合
は
.
地
区
委

員
を
通
じ
『
受
診
託
』
を
添
え

て
役
場
え
届
出
て
下
さ
い
、
役

場
は
届
出
に
よ
っ
て
台
帳
を
整

理
す
る
と
同
時
に
受
診
証
に
も

所
定
の
修
正
を
加
え
て
お
返
し

し
ま
す
。
若
し
こ
の
届
出
を
行

わ
れ
な
か
っ
た
為
に
生
ず
る
損

夫
に
つ
い
て
は
町
で
責
任
を
持

ち
兼
ね
ま
す
か
ら
届
出
は
必
ず

励
行
し
て
下
さ
い
。

小
西

争中
山

小
西
富
美
子

山

口

ヨ

ν

熊
野
徳
治
郎

泉

茂

作

4

久
保
善
三
郎

通
商
産
業
省
で
は
毎
年
十
二
一
商
産
業
行
政
上
の
資
料
と
す
る

月
三
十
一
日
現
在
を
も
っ
て
実
一
だ
け
で
な
く
国
の
諸
施
策
特
に

施
し
て
お
り
ま
す
工
業
調
査
に
一
最
近
は
中
小
企
業
対
策
の
選
礎

併
行
し
て
、
本
年
は
中
小
企
業
一
資
料
と
し
て
、
ま
た
学
界
の
経

総
合
基
本
調
査
が
実
施
せ
ら
れ
一
済
分
析
そ
の
他
の
研
究
資
料
と

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

L
て
も
広
く
利
用
さ
れ
て
お
り

こ
の
調
査
は
全
国
の
製
造
工
一
且
つ
わ
が
国
の
経
済
事
情
を
海

業
に
つ
い
て
、
従
業
者
数
、
涼
一
外
に
招
介
す
る
た
め
の
具
体
的

材
料
の
使
用
額
、
出
荷
額
そ
の
一
な
資
料
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て

他
に
つ
ぎ
詳
細
に
調
査
し
製
造
一
い
ま
す
。

工
業
の
面
か
ら
わ
が
国
経
済
活
一
こ
の
よ
う
な
重
要
な
意
義
を

動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
最
一
も
つ
調
査
で
あ
り
ま
ず
か
ら
統

も
重
要
な
統
計
を
作
る
た
め
に
一
計
法
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
個

行
わ
れ
る
も
の
で
、
い
わ
ば
製
一
々
mr
事
業
所
の
申
告
さ
れ
た
内

造
工
業
に
つ
い
て
の
国
勢
調
査
一
容
を
他
に
も
ら
し
た
り
、
徴
税

で

あ

り

ま

す

。

一

の

資

料

に

は

勿

論

の

こ

と

統

計

ま
た
中
小
企
業
総
合
基
本
調
一
上
。
目
的
以
外
に
使
用
し
て
は

査
は
製
造
業
に
属
す
る
事
業
所
一
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り

を
経
営
す
る
中
小
企
業
の
う
ち
一
こ
の
調
査
票
の
取
扱
者
に
つ
い

通
産
大
臣
が
指
定
す
る
も
の
に
一
て
も
特
に
き
め
ら
れ
た
者
以
外

つ
い
て
総
合
的
な
基
本
調
査
が
一
は
取
扱
っ
て
な
ら
な
い
こ
と
ま

行

わ

れ

ま

す

。

一

で

厳

重

に

定

め

ら

れ

て

い

ま

す

作
成
さ
れ
た
統
計
表
は
、
週
一
も
し
不
正
確
な
申
告
が
あ
れ
ば

新
し
く
養
護
を
行
う
方
ぇ

最
近
養
蚕
を
新
し
く
思
い
付
一
り
で
な
く
首
不
足
で
入
手
が
因

い
て
桑
苗
の
注
文
を
し
に
こ
ら
一
難
な
状
況
で
す
か
ら
こ
う
云
つ

れ
る
農
家
の
方
が
増
加
し
て
来
一
た
時
世
に
は
粗
悪
な
苗
や
品
種

ま
し
た
が
之
等
の
方
は
左
の
点
一
の
不
明
な
も
の
又
は
病
気
付
の

に
注
意
し
て
上
さ
い
。
一
苗
が
出
廻
り
ま
す
事
は
経
済
原

山
口
問
種
の
確
実
な
も
の
を
選
一
則
と
申
し
ま
す
か
商
法
か
ら
云

ぶ

こ

と

。

一

っ

て

当

然

見

受

け

ら

れ

る

事

柄

最
近
首
が
一
口
向
く
な
っ
た
ば
か
-
で
は
あ
り
ま
す
が
苗
の
売
買
に

l 十

生
盛
市

成
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